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定
は
第
６
階
層
で
頭
打
ち
に

し
て
い
る
が
、
あ
え
て
変
え

る
必
要
が
な
い
の
で
な
い
か
。

限
度
額
を
設
定
し
て
何
か
都

合
が
悪
い
の
か
。

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
は

現
状
と
変
わ
ら
な
い
の
か
。

町
民
福
祉
課
長
　

町
の
使
用

料
、
税
・
料
に
つ
い
て
は
条

例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
保
育
料
も
条
例
で
定

め
て
い
る
。

今
同
の
改
正
趣
旨
は
、
保

育
料
を
利
用
者
負
担
額
と
し
、

国
の
徴
収
基
準
額
を
使
い
、

第
１
子
に
つ
い
て
は
３
分
の

２
、
第
２
子
以
降
に
つ
い
て

は
３
分
の
Ｉ
と
明
確
に
す
る

た
め
の
も
の
で
、
国
の
徴
収

基
準
額
を
使
う
と
い
う
こ
と

で
第
８
階
層
ま
で
明
記
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
上
が
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
公
定
価
格

の
上
限
額
を
別
に
定
め
て
抑

え
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

町
長
　
保
育
料
は
、
今
後
は

利
用
者
負
担
額
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
も
町
で
国
の
徴
収
基

準
に
合
わ
せ
て
算
出
方
法
を

決
め
、
国
の
徴
収
基
準
が
改

正
さ
れ
る
た
び
に
算
出
し
直

し
て
条
例
改
正
を
議
会
に
諮

っ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
軽

減
措
置
が
拡
大
さ
れ
る
中
、

別
表
で
定
義
す
る
こ
と
が
非

常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
が
現
実
な
の
で
、
算
定

の
方
程
式
を
条
例
で
示
し
、

確
定
・
自
動
計
算
さ
れ
る
表

を
訓
令
等
で
運
用
し
て
い
き

た
い
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
方
程
式
に
基
づ
い
て
算

出
し
た
表
で
事
前
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

保

育
単

価

は
、
今
現

在

「
公
定
価
格
」
と
呼
ば
れ
、

年
齢
や
保
育
状
況
に
よ
り
変

わ
り
、
所
得
に
令
わ
せ
階
屑

ご
と
に
徴
収
基
準
を
設
け
て

い
る
。
公
定
価
格
を
超
え
る

ヶ
Ｉ
ス
も
出
て
く
る
が
、
国

は
公
定
価
格
を
上
限
と
す
る

と
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
上
限
の
取
り
組

み
等
を
考
慮
し
、
大
き
な
変

化
・
変
史
が
生
じ
な
い
よ
う

公
定
価
格
を
設
定
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

問
　
保
育
料
は
定
住
移
住
の

Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、

子
育
て
世
代
の
方
に
非
常
に

関
心
が
高
い
。

保
育
料
に
つ
い
て
闘
か
れ

た
時
の
説
明
や
、
経
過
措
置

は
ど
う
い
う
扱
い
に
な
っ
て

い
く
の
か
。

ま
た
、
卜
限
額
を
町
長
が

別
に
定
め
る
と
い
う
こ
と
は

議
会
の
議
決
が
必
要
な
い
。

そ
れ
に
関
し
て
は
責
任
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
。

町
長
　

保
護
者
向
け
の
分
か

り
や
す
い
資
料
を
作
成
し
、

議
員
に
も
配
布
す
る
の
で
、

そ
れ
を
も
っ
て
説
明
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

新
条
例
と
改
正
前
の
条
例

で
算
定
さ
れ
た
も
の
を
比
較

し
、
い
ず
れ
か
低
い
額
と
し
、

現
状
よ
り
高
く
な
る
人
が
い

な
い
よ
う
に
今
年
度
は
運
用

す
る
。
低
所
得
世
帯
、
多
ｆ

世
帯
の
方
々
の
軽
減
措
置
を

拡
大
し
て
お
り
、
大
部
分
の

方
々
に
還
付
が
生
じ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
現
金
で
の
還

付
を
考
え
て
い
る
。

公
定
価
格
を
参
酌
し
上
限

額
を
定
め
る
が
、
運
用
し
な

が
ら
透
明
性
が
確
保
で
き
な

い
状
態
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

改
定
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き

た

い

。

問
　
運
用
す
る
上
で
、
町
長

が
判
断
し
て
い
く
の
は
非
常

に
不
明
瞭
だ
と
思
う
。
表
だ

け
が
先
行
し
て
い
く
危
険
性

が
あ
る
。
上
限
額
を
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
な

い
か
。

町
長
　
町
と
し
て
、
子
育
て

に
係
る
利
用
者
負
担
の
考
え

方
を
変
え
な
い
た
め
に
も
、

国
の
徴
収
基
準
額
に
対
し
て

町
の
算
定
方
法
を
明
確
に
分

か
り
や
す
く
す
る
の
が
改
正

趣
旨
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
計
算
し
て

い
く
中
で
、
ど
の
よ
う
な
説

明
を
す
る
方
が
理
解
い
た
だ

け
る
か
、
実
際
の
運
川
で
メ

リ
ッ
ト

ー
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
経
過
を
追
っ
て
対
応
に

つ
い
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
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全
具
協
議
会

全
員
協
議
会
が
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
厚
真
町
行
政
手

続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

■
制
定
の
趣
旨

平
成
2
9年
1
0月
頃
の
開
始

に
向
け
て
国
が
整
備
し
て
い

る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
を

利
用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
稼
働
が
開

始
さ
れ
る
予
定
。

具
体
的
に
は
、
妊
娠
届
、

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、

保
育
園
の
人
所
手
続
等
が
該

当
し
、
利
用
者
が
窓
口
に
て

申
請
等
手
続
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
を
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
等
で
行
え
る
よ
う
に

す
る
も
の
。

■
制
定
理
由

現
在
の
対
象
事
業
の
根
拠

法
令
で
は
「
書
面
」
　で
の
手

続
等
を
規
定
し
て
い
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
手
続
等
を
従
来
の
書

面
等
で
行
う
こ
と
に
加
え
て
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

－

主
な
内
容

町
の
条
例
や
規
則
で
書
面

に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
行
政
于
続
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
方
法
で

も
可
能
と
す
る
特
例
規
定
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
場
合
の

押
印
・
到
達
時
期
の
取
り
扱

い
な
ど
の
共
通
事
項
を
定
め

る
ほ
か
、
町
の
シ
ス
テ
ム
整

備
の
努
力
義
務
や
利
用
状
況

の
公
表
義
務
な
ど
を
定
め
る
。

※
な
お
、
こ
の
条
例
案
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
本
会
議
に

提
案
さ
れ
、
審
議
さ
れ
ま
す
。

３



第
２
回
定
例
会
が
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
４
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
ほ

か
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
1
8件
、
議
案
1
6件
、
諮
問
１
件
、
承
認
２
件
が
審

議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
中
の
議
員
の
派
遣
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
総
括
報
告
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
事
務
調
査
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

任 厚同
命 真 意

町 第
魏

萎 号

員
の

令
会

。
致
で
、
次
の
斉
を

厚
貞
町
農
業
委
員
会
委
貝
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

才で 」圃

誼

百

証

辨

囮

刑

拙

兼

囮

排

圧

辨

証
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皿

司

個

個

仙
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囮
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囮
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■
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肺

肝

中

島
　

純

一

奇

藤
　

政

則

小

谷
　

和

宏

山

川
　

澄

恵

角

川
　

長

久

山

家
　

拓

也

中

山
　

久

博

山

田

河

代

冶

米

洋
　

慶

。

中

島
　

広

幸

長

谷

川

和

司

臨

橋
　

宥

悦

川

田
　

」
口
忌

口

匹
　

普

浦

寺

坂
　

文

秀

安

川

久

美

ｆ

藤

本
　

裕

。

細

川
　

降

雄

氏氏 氏氏氏氏氏 氏 氏 氏 氏 氏 氏 氏 氏氏氏氏

次
の
者
を
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
に
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
賛
成
し
た
。

冊
匠

加
藤

恒
光

氏

○
取
得
理
由

ｍ

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学

校
教
育
を
実
現
で
き
る
環
境

整
備
を
図
る
た
め
、
国
の
第

２
期
教
育
振
興
計
画
で
掲
げ

て
い
る
整
備
口
標
お
よ
び
厚

真
町
教
育
振
興
計
画
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
、
于
ど
も
た
ち

の
視
覚
に
訴
え
る
魅
力
あ
る

わ
か
り
や
す
い
授
業
、
質
の

高
い
授
業
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
機
器
を
整
備
す
る
。

○
取
得
方
法

指
名
競
争
入
札

○
取
得
金
額

1
1
0
7

万
円

○
取
得
の
相
手
方

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金

組
合

○

規
格
等

タ
ブ
レ
ッ
ト
2
6台

（
教
師

ｍ

タ
ブ
レ
ッ
ト
）
、
ｌ
Ｃ
Ｔ

機
器
1
7式
（
モ
バ
イ
ル
プ
ーロ

ジ
ェ
ク
タ
ｒ

、
書
両
カ
メ
ラ
、

ス
ク
リ
ー
ン
、
収
納
台
）

○
各
学
校
の
整
備
台
数

・
厚
真
中
央
小
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト
９
台

ｌ
Ｃ
Ｔ
機
器
宍’ａ・
式

・
上
厚
真
小
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト
４
台

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
６
式

・
厚
真
中
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト
８
台

Ｉ
ｃ

Ｔ
機
器
３
式

・
厚
南
中
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト
５
台

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
３
式

夕 貝ｫ言義

｜ 産 案
厨 の 第
房 取 ６
機 得 号
器っ
一 学

校
給
食
セ
ン

○

取

得

理

由

経

年

劣

化

や

老

朽

化

に

伴

い

、

給

食

業

務

に

係

る
厨

。の

機

器

の

更

新

を

行

う

。

○

取

得

方

法

指
名

競

争

入

札

○

取

得

金

額

1
9
4
4

万

円

○

取

得

の

相

手

方

株

式

会

社

中

１１四
製

作

所
北

海

道

支

店

○

規

格

等

（

主

な

機

器

等

）

衣

服

消

海

保

管

庫

、

脱

臭

除

菌

機

、

イ

ン

バ
ー

夕

丿
制

御

冷

蔵

庫

、

器

具

消

司

保

管

庫

、

フ

ー

ド

カ

ッ

タ

ー

、
電

気

ホ

ッ

ト

ワ

ゴ

ン

、

電

気

コ

ー

ル

ド
ワ

ゴ

ン

、

食

品
脱

水

機

、

包
Ｌ

主

な

板

殺

菌

庫

、

亘

空

冷

却

器

等

工 言義
事 案
請 第
負 ７

契 号
約
の
締
結

次
の
と
お
り
、
に
嘔
請
負

契
約
を
締
結
し
た
。

○
工
事
名

町
道
新
町
フ
ォ
ー
ラ
ム
線

道
路
改
良
丁
事

○
契
約
方
法

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額

7
1
3
0

万
円

○
契
約
の
相
手
方

北
辰
・
森
田
経
常
建
設
仕（

同
企
業
体

－ び 厚 議
部 管 真 案
改 理 町 第
正 等 こ16

に ど 号

関 も
す 園
る の

条 設
例 置
の 及

低
所
得
匪
桁
お
よ
び
多
八

世
帯
等
の
幼
児
教
育
・
保
育

に
お
け
る
利
川
者
負
担
軽
減

措
置
の
拡
大
と
認
定
区
分
等

の
迎
営
基
准
しに
つ
い
て
、
規

則
等
で
別
に
定
め
る
よ
う
改

正
さ
わ
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
　

別
八
を
廃
止
し
規
則
に

委
ね

る
と
の
こ
と
だ
が
、
草

本
的
に
、
町
民
に
負
担
を
求

め
る
部
分
に
つ
い
て
は
簑
例

事
項
で
議
会
で
議
論
し
決
め

る
ス
タ
ン
ス
で
な
か
っ
た
か
。

卜
限
は
現
行
保
育
料
を
超

え
な
い
よ
う
に
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
現
行
で
は
、
２
号

認
定
は
第
1
.１階
層
、
３
吋
認

２



青 果 物 集 出 荷 貯 蔵 施 設 整 備 事 業

歳入財源振替額　１億7500 万円

皿

当初予算（国庫補助金）で見込んでいた事業

の補助が不採択となったため、補助予定総額の

１億7500万円を、全額過疎債に振り替えた。

【質疑】

問　国庫補助金、農林水産業費補助金が１億

7500 万円減の理由は想定内だったのか。

答　振興局等とも協議をし、強い農業づくり交

付金の補助を受けられるのではないかと期待

していたが、予算の伜が厳しいことから採択

できない旨の通知があったので過疎債に全額

振り替えた。

財源内訳

地方偵

(国庫捕助金から地方債

１億7500 万円

（過疎偵）へ振り林え）

町 営 ブ ロ ー ドバ ン ド 事 業

補正額　1830 万円

がちブぐリ皿 ∂

幌内地区および富野・鯉沼地区における光通

信線の支障移転工事に係る補正。

○光通信線支障移転工事( 内容)

(幌内地区)

厚真川河川改修]二事に伴う光ヶ一ブルの移設

光ヶ一ブル新設・撤去　　　　　　 ５４０ｍ

工事請負費　　　　　　　　　　1290 万円

(富野・鯉沼地区)

北電柱の撤去新設による光ケーブルの移設

光ケーブル新設・撤去・移架　　2252m

工事請負費　　　　　　　　　　　５４０万円

財源内訳

町の財源　　　　　　　　　　　５４０万円

その他　　　　　　　　　　　1290 万円

(光ファイバーケーブル支障移転工事補償費)

※補正予算は万円以下切り捨てで記載しています。

公有 財 産 購 入費( 上厚 真 中央 公 園 整備 事

業 ・上 厚 真パ ー クゴル フ 場 整備 事 業)

補正額　　1970 万円

遅脆梗こたまＧ

土地開発公社が先行取得していた土地の購入

予算が計上されていなかったため。

〔用地購入費内訳〕

○上厚真中央公園整備事業　　1201 万円

○上厚真パークゴルフ場整備事業７６９万円

【質疑】

問　厚真中央公園整備事業は当初予算９６２万

円を付けているが、今回1200 万円も増え

た理由は。

答　当初予算で組んでいたのは八11Tが直接所有

昔から買収・取得する部分だった。中央公園

整備は上厚莫のこども園から奥の揚水機場の

導水路がある部分になるが、その隣接する部

分は平成23年に土地開発公社が先行取得して

おり、その分を当初予算に計上していなかっ

たため。

財源内訳

町の財源

地方債
１

７

２

７

０

Ｏ万

〇万

円

円

諸政吝屏鱈乙まｅyzが
定例会は、毎年３月・６月・９月･12 月に行われ

ます。また、臨時会は審議する案件が緊急のとき

など、必要に応じて行われます。どなたでも傍聴

できますので、お気軽にお越しください。

また、定例会・臨時会とも、議会ホームページ

で議会の様子を生中継していますので、インター

ネットでもご覧いただけます。

■ 厚 真 町 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ

http:// ｗｗ ｗ.tｏｗｎ.ａtｓｕｍａ.lg.jp/gikai/

■問い合わせ先

厚真町議会事務局

(晋27 －2485)

４



第１回臨時会が４月28日に開催

され、教育委員会行政報告のほか、

条例の一部改正について審議しま

した。また、第２回臨時会が７月

５日に開催され、各会計補正予算

について審議しました。

４月28 日

７月 ５日

回

回

１

２

第

第

‐
－
－

‐
‐
－

－

‐
－

Ｍ

に

々

…

―
一

―
　

―
－
　

’
ニ
ー

■
教
育
委
員
会
行
政
報
告

放
課
後
子
ど
も
教
室
開
催
事

業
に
お
け
る
事
故
に
つ
い
て

（
内
容
を
要
約
し
て
掲
載
）

○
事
業
に
つ
い
て

小
学
生
の
放
課
後
に
お
け

る
安
心
安
全
な
居
場
所
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

体
験
活
動
等
を
通
じ
て
、
地

域
を
愛
し
心
豊
か
で
健
や
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
図
る
。

企
画
立
案
と
運
営
の
一
部

を
民
間
委
託
し
、
教
育
委
員

会
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
。

○
経
緯

４
月
1
0日
、
上
厚
八
小
学

校
低
学
年
を
対
象
に
開
催
し

た
事
業
に
お
い
て
、
参
加
児

童
１
名
を
山
林
で
の
散
策
活

動
中
に
迷
子
に
さ
せ
て
し
ま

っ
た
末
、
当
該
児
童
が
自
力

で
山
林
を
抜
け
て
道
道
に
た

ど
り
つ
き
、
通
行
人
の
助
け

に
よ
り
発
生
か
ら
約
１
時
間

後
に
上
厚
八
駐
在
所
に
保
護

さ
れ
た
。

○
事
故
の
原
因

事
故
原
因
に
つ
い
て
は
、

①
事
前
の
リ
ス
ク
に
対
す
る

想
定
と
準
備
の
け
さ
が
あ
っ

た
。

②
活
動
が
３
つ
に
分
か
れ
、

指
導
員
１
名
の
引
率
で
山
林

散
策
活
動
を
実
施
し
て
し
ま

っ
た
。

③
離
れ
た
グ
ル
ー
プ
問
で
児

蛮
の
移
動
を
認
め
て
し
ま
っ

た
。

④
活
動
途
中
の
確
実
な
人
数

確
認
（
点
呼
）
を
怠
っ
た
。

⑤
指
導
‥只
同
七
の
連
絡
が
不

十
分
だ
っ
た
。

⑥
事
故
が
判
明
し
た
際
の
第

一
報
（
連
絡
）
が
遅
れ
た
。

と
い
っ
た
、
複
数
の
人
為
的

ミ
ス
が
屯
な
っ
た
。

ミ
ス
が
生
じ
た
背
景
に
は
、

教
育
委
員
会
職
几
を
含
め
現

場
指
導
員
の
馴
れ
、
油
断
、

廿
さ
と
い
っ
た
姿
勢
が
あ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、

深
く
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

○
再
発
防
止
に
向
け
た
改
善

策
事
業
を
い
っ
た
ん
中
削
し
、

事
業
の
安
全
竹
理
・
安
全
対

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
丙
点

検
を
行
う
と
と
も
に
、
各
学

校
の
協
力
の
も
と
で
叫
発
防

叱
に
向
け
た
改
差‥
策
を
講
じ

て
い
る
。

保
護
行
の
皆
様
に
対
し
て

は
、
４
月
2
2日
、
2
3日
の
両

目
に
事
故
の
経
過
と
現
状
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
安
全

管
理
・
安
全
対
策
に
関
す
る

改
善
策
を
早
急
に
収
り
ま
と

め
た
後
、
丙
度
保
護
者
の
皆

様
に
対
す
る
説
明
会
を
設
け
、

事
業
の
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
度
の
事
故
に
際
し
、

改
め
て
関
係
者
の
皆
様
に
お

詫
び
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

■
厚
真
町
税
条
例
の
一
部
改

正
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
厚
真
町
税
条
例
の
一

部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

軽
減
吐
帯
の
拡
人
に
つ
い

て
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

貼
聡

夕

■
平
成
2
9年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

青
果
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設

整
備
事
業
に
お
い
て
、
事
業

主
で
あ
る
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い

広
域
農
業
協
同
組
合
が
建
設

工
事
入
札
（
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
）
を
行
っ
た
が
、

鉄
骨
等
建
築
資
材
費
の
高
騰

の
た
め
入
札
不
調
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
最
低
入
札
価

格
提
示
者
と
の
価
格
交
渉
を

行
っ
た
結
果
、
事
業
費
に
不

足
が
生
じ
た
の
で
、
追
加
分

と
し
て
3
6
8
0

万
円
が
増

額
補
正
さ
れ
、
歳
入
歳
出
の

総
額
が
6
6億
7
8
4
3

万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
質
疑
】

問
　

Ｊ
Ａ
と
の
負
担
割
合
の

交
渉
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　

Ｊ
Ａ
と
は
、
地
元
負
担

分
の
２
分
の
Ｉ
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
合

意
し
て
い
る
。

問
　

鉄
骨
・
建
材
が
高
騰
し

て
い
る
と
い
う
話
だ
が
、
見

積
も
り
の
段
階
で
予
測
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

答
　
春
の
段
階
で
積
算
さ
れ

た
が
、
資
材
は
毎
月
の
よ
う

に
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
―

～
２
ヵ
月
の
タ
イ
ム
ラ
グ
で

は
や
む
を
得
な
く
な
る
。

問
　
補
助
金
に
消
費
税
が
含

ま
れ
て
い
な
い
が
。

答
　
消
費
税
は
事
業
主
負
担

に
な
っ
て
い
る
。

■
平
成
2
9年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
支
給
事
業
に
お
い
て
、
平

成
2
8年
度
分
の
支
給
実
績
を

考
慮
し
、
一
般
被
保
険
者
療

養
給
付
費
を
減
額
し
た
こ
と

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
の
総
額

が
７
億
1
2
4
6
万
4
0
0

0
円
に
な
り
ま
し
た
。

÷

５



｜

総務文教常任委員会

委員会は４月26日、本年２月から活用を

開始した小規模多機能ホーム「ほんごう」

など、現地調査３件、事務調査８件を行い

その結果を第２回定例会に報告しました。

本年２月から運用を開始した、小規模多機能ホーム「ほんごう」
状況と「やわらぎ」、「ともいき」の状況を調査

ともいきの里

グループホーム

｢やわらぎ｣

小規模多機能ホーム

「ほんごう」宿泊室

小規模多機能ホーム

｢ほんごう｣

／

デイサービス室

＜とも いき の里　 施 設の利 用状 況 ＞（平成28年度）

グループホーム「やわらぎ」（定員９人）

小規模多機能ホーム
「ほんごう」　　　（人）

２月 ３月

通　所 15 １７

訪　問 ８ ９

宿　泊 ３ ３

の利用

生活支援ハウス

｢ともいき荘｣

(人)

利
用
し
て
い
た
方
が
小
規
模

多
機
能
サ
ー
ビ
ス
へ
移
動
し

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
小

規
模
多
機
能
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
小

規
模
多
機
能
で
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
２
人
の
う

ち
、
１
人
が
移
動
と
な
っ
た
。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者数 ８ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９

生活支援ハ ウス「ともいき荘」 (定員20人) (人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者数 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 19 19

ホ 答 は

社

会

福
祉

協

議
会

の

Ｉ

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

の が 問

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

運
営
さ
れ
て
か
ら
、
既
存

介
護
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
影
響

「

主

な

質

疑

」

本

年

２

月

か

ら

、

デ

イ

サ

ー

ビ
ス

は

ん

ご

う

に
代

わ

り

、

小

規

模

多

機

能

ホ

ー

ム

「
ほ

ん

ご

う

」

が

設

置

さ

れ

、

町

社

会

福

祉

協

議

会

の

指

定

管

理

に

よ

り

運

営

を

始

め

て

い

る

。

今

回

、

新

た

に

設

置

さ

れ

た

小

規

模

多

機

能

ホ

ー

ム

「
ほ

ん

ご

う
」
、

既

存

に

運

営

さ

れ

て

い

る

グ

ル

ー

プ

ホ

ー

ム
「
や

わ

ら

ぎ

」
、
生

活

支

援

ハ

ウ

ス
「
と

も

い

き

荘

」

を

総

合

的

に

調

査

し

た

。

６
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言
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長

耳

Ｆ

循
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一
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言
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に
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郵
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複
合
型
地
域
活
動
拠
点
施

設
（
ま
ち
な
か
交
流
館
）
は

平
成
2
7年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所

（
デ
イ
ワ
ー
ク
ス
里
工
房
ほ

っ
と
す
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
（
し
や
ベ
ー
る
）
、
パ

ス
待
合
所
、
多
世
代
交
流
と

い
う
４
つ
の
機
能
を
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ゆ
う
あ
い
ネ
ッ
ト
あ

つ
ま
の
指
定
管
理
に
よ
り
迎

営
し
て
い
る
。

今
回
、
運
営
状
況
を
調
査

し
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

が
単
な
る
カ
フ
ェ
事
業
で
あ

れ
ば
、
民
間
事
業
者
と
競
合

す
る
こ
と
と
な
り
、
本
来
そ

の
損
失
に
対
し
て
町
が
補
て

ん
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

多
世
代
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
前

面
に
出
る
必
要
が
あ
る
の
で

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

指
定
管
理
者
か
ら
、
改
善
計

円
の
巾
で
多
匪
代
間
交
流
の

促
進
に
閔
す
る
も
の
も
提
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
町
と
し

て
も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

町
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
た

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

.tj '.･,iう!に凍１も し も･･･j り･･ilに て

雛, 嘩 谷
舗

吊ぎj弓をを竺三回ｇ.ｊＦＦ;;………̈
●４ ｙ･･91 ●S ●

「
主
な
質
疑
」

問
　
宮
の
森
こ
ど
も
園
（
上

厚
真
）
が
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
浸
水
区
域
と
な
っ

て
い
る
が
大
丈
夫
か
。

答
　
マ
ッ
プ
の
浸
水
区
域
は

堤
防
が
全
壊
し
た
こ
と
を
想

定
し
て
い
て
、
現
実
的
に
は

過
去
の
水
害
か
ら
マ
ッ
プ
の

浸
水
区
域
と
は
明
ら
か
に
違

っ
て
い
る
。

３
月
定
例
会
で
行
政
報
告

さ
れ
た
、
介
護
給
付
費
調
整

交
付
金
の
申
詰
人
数
誤
記
に

よ
り
、
８
６
４
万
4
0
0
0

円
の
未
受
給
が
発
生
し
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
平
成
2
7年
度
の
分
は
ど

こ
に
反
映
さ
れ
る
か
。

答
　
計
算
式
は
表
記
し
て
い

な
い
が
、
当
然
影
響
し
て
い

国
民
健
康
保
険
事

1
1
.
.
.
'
.
.

３
月
定
例
会
で
行
政
報
告

さ
れ
た
、
特
定
保
健
指
導
関

連
特
別
交
付
金
交
付
申
請
の

未
申
詰
に
よ
り
、
7
3万
7
0

0
0
円
が
未
受
給
と
な
っ
た

こ
と
に
関
し
て
調
査
を
行
っ

た
。

「

主

な

質

疑

」

問
　
添
付
書
類
で
、
事
務
の

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
提
出

さ 年
れ 間
た
が
、
今
ま
で
こ
の
よ

う
な
表
を
作
成
し
た
こ
と
は
。

め 業 答

全
体
を
網
羅
し
た
国
保

務
全
体
の
表
は
、
今
回
初

て
作
成
し
た
。

【改革後】鑓 鯖 趨 ｕnii を1§う

など中心的鮑
【駈 】市IT村が翻 に遭営

1

･ - - J

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成

3
0年
度
か
ら
都
道
府
県
が
責

任
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な

財
政
運
営
や
、
効
率
的
な
事

業
の
確
保
等
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
持
続
可
能
な
制

度
運
営
を
行
う
。

改
正
後
、
町
は
資
格
管
理

や
保
険
給
付
、
保
険
料
率
の

決
定
、
賦
課
・
徴
収
、
保
険

事
業
等
の
地
域
に
お
け
る
き

め
細
か
い
事
業
を
引
き
続
き

実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基

準
で
決
め
た
も
の
を
、
道
が

一
括
し
て
集
め
、
必
要
な
分

を
市
町
村
へ
配
分
す
る
と
な

る
と
、
市
町
村
は
保
険
料
を

な
る
べ
く
安
く
し
た
い
と
思

う
の
で
は
。

答
　
保
険
料
は
市
町
村
で
決

定
す
る
が
、
定
め
ら
れ
た
納

付
金
は
道
に
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
最
低
限
は

そ
の
保
険
料
で
賄
う
こ
と
と

な
る
。

７
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委員会は４月20日に所管事務および現地

調査を行い、その結果を第２回定例会に報

告しました。

(事務調査１件、現地調査２件)

「
事

務

調

査
」

森
林
資
源
利
活
用

戦
略
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

○
平
成
2
7年
度

（
事
業
費
６
１
３
万
円
）

・
森
林
資
源
利
活
用
戦
略
の

策
定

①
森
林
資
源
の
管
理
。

②
低
コ
ス
ト
林
業
に
向
け
た

取
り
組
み
。

②
担
い
于
の
育
成
。

④
林
業
の
６
次
化
に
向
け
た

取
り
組
み
。

⑤
町
民
と
森
林
・
木
材
と
の

結
び
つ
き
の
再
構
築
。

○
平
成
2
8年
度

（
事
業
費
2
6
4
5

万
円
）

・
森
林
資
源
利
活
川
戦
略
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
委
託

・
森
林
資
源
利
活
用
戦
略
の

事
業
内
容

①
地
域
材
安
定
供
給
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
作
成
。

②
試
験
地
の
設
定
（
独
立
行

政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
と

共
同
）
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
林
業

支
援
員
の
育
成
・
受
け
入
れ
、

ロ

ー
カ

ル

ベ
ン
チ
ャ

ー

ズ

ク
ー
ル
に
よ
る
林
業
担
い
手

の
確
保
。

④
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
・
事
業
化
可
能
性
調
査
。

町
内
公
共
施
設
を
対
象
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
を
検
討
（
こ
ぶ
し
の

湯
、
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ

く
り
、
あ
つ
ま
ス
タ
ー
ド
ー

ム
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

比
較
的
容
易
に
導
入
可
能
）
。

燃
料
の
形
状
は
チ
ッ
プ
、

ペ
レ
ッ
ト
、
ま
き
で
検
討
。

⑤
木
製
品
試
作
・
販
売
シ
ス

テ
ム
等
構
築
可

能
性
調
査
。

丸
太
か
ら
最
終
製
品
製
造

ま
で
を
想
定
し
、
厚
八
町
で

実
施
可
能
な
林
業
６
次
化
の

収

り
組
み

に
つ

い
て
検

討

（
広
葉
樹
や
カ
ラ
マ
ツ
製
品

の
試
作
実
施
、
技
術
的
課
題

や
製
品
作
成
に
係
る
経
費
）
。

⑥
森
林
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

森
林
整
備
活
動
団
体
の
設
立
。

○
平
成
2
9年
度

（
事
業
費
５
４
０
万
円
）

①
地
域
材
安
定
供
給
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
関
係
者

と
協
議
等
。

②
低
コ
ス
ト
林
業
に
向
け
た

現
地
調
査
の
実
施
と
作
業
コ

ス
ト
試
算
。

③
林
業
新
規
就
業
者
確
保
の

た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
等
。

④
木
材
利
用
事
業
化
可
能
性

調
査
の
実
施
。

商
品
化
可
能
と
見
込
ま
れ

る
広
葉
樹
内
装
材
生
産
の
た

め
の
工
場
建
設
賞
の
精
算
や

採
算
性
等
を
調
査
。
チ
ッ
プ

の
需
要
先
等
を
含
め
た
検
討
。

広
葉
樹
の
資
源
確
保
や
価
格

の
調
査
。

⑤
環
境
保
全
林
等
を
中
心
と

し
た
取
り
組
み
。

○
今
後
の
予
定
（
平
成
3
0年

度
～
平
成
3
2年
度
）

①
森
林
所
有
者
・
森
林
組
合
・

町
等
が
連
携
し
た
森
林
資
源

管
埋
の
枠
組
み
の
検
討
・
試

行
。

②
森
林
認
証
に
つ
い
て
の
検

討
・
方
針
の
明
確
化
。

③
調
査
の
継
続
お
よ
び
結
果

の
ま
と
め
、
調
査
結
果
に
関

す
る
説
明
会
の
開
催
。

④
実
施
よ
休
お
よ
び
製
材
工

場
建
設
を
含
む
生
産
体
制
の

検
討
、
実
施
主
体
の
選
定
、

工
場
の
設
計
・
姓
設
等
。

⑤
担
い
手
育
成
体
制
の
検
討

と
関
係
者
と
の
協
議
、
体
制

整
備
、
育
成
開
始
。

⑥
散
策
路
の
整
備
お
よ
び
天

然
林
の
継
続
的
な
整
備
。
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
。

⑦
新
技
術
等
の
実
施
。

【
主
な
質
疑
】

問
　

厚
真
町
の
山
か
ら
ど
の

く
ら
い
の
量
の
木
材
が
出
て

い
る
の
か
。

答
　

ほ
ぼ
丸
太
の
ま
ま
、
苫

小
牧
、
穂
別
、
安
平
の
製
材

工
場
に
行
っ
て
い
る
。
チ
ッ

プ
と
し
て
は
苫
小
牧
に
行
く
。

問
　
木
材
工
場
の
話
も
出
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
工
場

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
既
存
で
は
丸
太
か
ら
最

終
製
品
ま
で
作
る
工
場
が
な

い
の
で
、
丸
太
か
ら
商
品
ま

で
作
れ
る
工
場
を
想
定
し
て

い
る
。

問
　

近
隣
で
年
間
2
0
0
0

い

以
上

の
工
場
は
ど

こ
に

あ
る
の
か
。
そ
の
規
模
の
工

場
を
造
る
と
な
る
と
、
経
費

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
　

チ
ッ
プ
エ
場
で
は
、
苫

小
牧
広
域
森
林
組
合
に
あ
る
。

工
場
を
整
備
す
る
と
な
る
と
ヽ

８

１
億
5
0
0
0
万
円
か
ら
２

億
5
0
0
0
万
円
は
か
か
る
。

問
　
広
葉
樹
と
カ
ラ
マ
ツ
材

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
試
作

し
た
か
。

答
　
杉
や
ヒ
ノ
キ
は
市
販
さ

れ
て
い
る
が
、
カ
ラ
マ
ツ
や

広
葉
樹
は
製
品
化
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

パ
ネ
ル
を
試
作
し
た
。
ね
じ

れ
や
反
り
は
今
の
と
こ
ろ
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

【
現

地

視

察

調

査

】

○
苫
東
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社

（
民
間
企
業
出
資
の
イ
チ
ゴ

栽
培
）

○

株
式
会

社
Ｊ

フ
ァ

ー
ム

（
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
生
産
プ

ラ
ン
ト
）

ノ

”
ノ

‘・
・
べ

、

‘
　
ν
　

｀
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議会改革
調査特別委員会報告

平成29年第１回定例会において、議長を除く全議員（10名）による議会改革調査特別委員

会（委員長　木本清登／副委員長　木戸嘉則）が設置され､５月10日まで４回にわたって開催

されました。

委員会では、①議員定数、②議員報酬の２点について調査が行われ、各委員からさまざま

な意見が出されました。

なお、調査結果については、平成29年第２回定例会において、委員長から報告が行われま

した。

調
査
報
告
総括

①

議

員

定

数

に

つ

い

て

議

几

定

数

（
現

行

定

数
一
１１一一

人

）

に

つ

い

て

は

、
『
２

常

任

委

に

会

の

活

動

状

況

等

を

考

慮

し

て

現

行

の

ま

ま

と

す

る

意

見

』

と

二

人

口

や

予

算

規

模

・

財

政

㈲

の

観

点

か

ら

、

現

行

よ

り

１

人

減

の
1
0
人

と

す

る

意

見

』
、
『
広

く

町

民

の

負

託

を

受

け

る

と

い

う

観

点

か

ら

、

現

行

よ

り

１

人

増

の

1
2人

と

す

る

意

見

』

の

３

案

に

分

か

れ

、

論

議

が

な

さ

れ

た

。議

員

活

動

へ

の

考

え

方

に

は

見

解

の

相

違

は

な

か

っ

た

が

、

議

‥只

定

数

お

よ

び

委

員

会

の

あ

り

方

等

に

つ

い

て

は

、

個

々

の

卜

義

・

上

張

も

あ

り

、

協

議

に

よ

っ

て

統

一
見

解

を

示

す

こ

と

は
難

し

い

と

判

断

し

、

最

終

的

に

、

第

３

回

委

‥口
会

に

お

い

て

無

記

名

投

票

に

よ

る
表

決

を

行

っ

た

。

な

お

、

無

記

名

投

票

に

よ

る

結

果

は

、
現

行

の

議

員

定

数

と

同

じ

１１
‥
人

と

な

っ

た

。

②
議
員

報
酬

に
つ
い

て

議
‥只
報
酬
に
つ
い
て
は
。

『
現
行
の
ま
ま
』
と
す
る
意

見
と
、
『
議
‥貝
の
活
動
日
数

の
増
加
や
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
昔
年
川
等
の
議
‥μ

の
な
り
于
不
足
へ
の
懸
念
等

を
鑑
み
て
増
額
す
べ
き
』
と

の
２
案
に
分
か
れ
、
論
議
が

な
さ
れ
た
。

活
動
口
数
の
増
加
に
つ
い

て
は
見
解
の
・
致
が
み
ら
れ

た
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

【表決結果】

総数　９人( ９票)

(委員長を除く)

①議員定数について

(無記名による投票)

議員定数11名　　７票

議員定数10名　　１票

議員定数12名　　１票

②議員報酬について

(挙手による表決)

現状どおり　　４人

増額すべき　　５人

議
員
定
数
同
様
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
、
協
議
に
よ

っ
て
統
一
見
解
を
示
す
こ
と

は
難
し
い
と
判
断
し
、
第
３

回
委
員
会
に
お
い
て
挙
于
に

よ
る
衣
決
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
状
ど
お
り

が
４
人
、
増
額
す
べ
き
が
５

人
と
な
り
、
僅
差
で
は
あ
る

が
議
員
報
酬
を
増
額
す
べ
き

と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

○
議

員
定

数
に
つ

い
て

・
現
状
維
持
が
良
い
が
、
財

政
的
に
考
慮
し
問
題
が
な

け
れ
ば
、
定
数
を
法
改
正

前
の
範
囲
に
し
た
い
。

・
1
0名
程
度
が
望
ま
し
い
。

・
無
風
選
挙
、
欠
貝
が
な
い

こ
と
や
２
常
任
委
員
会
の

活
動
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

現
状
維
持
が
望
ま
し
い
。

○
議
員
報
酬
に
つ
い
て

・
増
額
が
望
ま
し
い
が
、
議

会
と
し
て
の
方
向
性
・
姿

勢
を
示
す
べ
き
。

・
若
い
人
達
の
な
り
手
を
考

え
る
と
、
増
額
も
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

・
定
数
を
減
ら
し
た
分
、
報

酬
を
上
げ
て
い
く
の
が
良

い
の
で
は
。

・
報
酬
を
上
げ
て
若
い
人
が

集
ま
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

現
状
維
持
で
良
い
。

・
公
務
最
等
を
考
慮
し
て
報

酬
を
増
額
す
る
べ
き
。

９
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幼児教育と学校教育を
一本化にしては

議員森田正樹

一本化にこだわらず
園・小中学校の連携を強化

吝

問
　
本
町
で
は
、
へ
き
地
保

育
園
の
さ
く
ら
保
育
園
が
閉

園
に
な
り
、
幼
稚
園
と
保
育

園
を
一
緒
に
つ
か
さ
ど
る
京

町
の
「
こ
ど
も
園
つ
み
き
」

と
Ｌ
厚
真
の
「
宮
の
森
こ
ど

も
園
」
の
２
つ
の
こ
ど
も
園

が
開
園
し
た
。

そ
こ
で
、
幼
稚
園
機
能
が

強
い
２
園
と
小
中
学
校
９
年

間
の
学
校
教
育
を
一
本
化
に

し
、
教
育
方
針
を
打
ち
出
し

て
教
育
委
員
会
に
統
合
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長
　

認
定
こ
ど
も
園
は

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
に

教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
施

設
で
、
町
の
こ
ど
も
園
は
保

育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
運
営
し
て
い
る
。

町
で
は
「
厚
真
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
幼
児
期
の
教
育
・

保
育
の
一
体
的
提
供
、
ま
た

「
厚
輿
町
教
育
振
興
基
本
計

画
」
　で
も
、
こ
ど
も
園
・
小

中
学
校
の
連
携
の
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
が
、
体
系
的

な
取
り
組
み
は
ま
だ
不
十
分

だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

担
当
部
署
の

Ｉ
休
化
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
園
・
小
巾
学
校

の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

田
舎
ま
つ
り
を
過
去
の
会

場
で
行
っ
て
は

圏

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
さ
れ
て
い
く
べ
き

問
　
田
舎
ま
つ
り
は
、
表
町

公
園
で
開
催
さ
れ
て
1
0年
あ

ま
り
に
な
る
。

平
成
3
0年
か
ら
厚
幌
ダ
ム

の
供
川
開
始
も
始
ま
り
、
ダ

ム
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
然
環
境
や
景
観
も
良
く

な
る
こ
と
か
ら
、
観
光
振
興

の
観
点
か
ら
も
田
舎
ま
つ
り

を
過
去
の
ダ
ム
会
場
で
行
っ

て
は
ど
う
か
。

町
長
　
田
舎
ま
つ
り
は
、
昭

和
4
8年
か
ら
厚
幌
ダ
ム
の
建

設
が
始
ま
っ
た
平
成
1
9年
ま

で
厚
莫
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
、

平
成
2
0年
以
降
は
表
町
に
移

動
し
た
。
当
時
、
地
元
幌
内

の
方
々
も
臨
時
的
な
移
動
は

や
む
を
得
な
い
が
、
完
成
後

は
幌
内
に
と
の
要
請
も
あ
っ

た
。た

だ
、
そ
れ
か
ら
1
0年
経

過
し
て
、
厚
幌
ダ
ム
周
辺
環

境
や
厚
真
ダ
ム
の
前
庭
環
境

の
変

化

で

面

積

が

小
さ
く
な
り
、
当
時

の
駐

車

場

の

水
没

な
ど
、
今
の
規
模
で

実
施

す

る
に

は
緊

急
連

絡
網

や

駐
車

場
の
確
保
、
必
要
な

施

設

が
な

い

状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
時

の

田

舎

ま
つ

り

の

イ

メ
ー

ジ

を

持

つ
方

々
は

不
満

を
党

え

る
と

い

う

話
も
聞
く
。

今
後
、
当
然
、
厚

莫
ダ
ム
の
制
約
、
厚
幌
ダ
ム

の
周
辺
環
境
、
表
町
の
周
辺

環
境
や
他
の
所
を
含
め
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
さ
れ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
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今後国保料はどうなるのか

圏 必要があれば支援策等を協議

議員伊藤富志夫

問
　

平
成
3
0年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
事
業
の
運
営
主
体

が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に

移
行
さ
れ
、
国
保
料
の
値
上

げ
や
町
独
自
の
施
策
、
特
に

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

等
の
カ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

保
険
料
の
値
上
げ
、
ま
た
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

等
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

現
時
点
に
お
け
る
町
の
考
え

は
。

町
長
　

道
が
公
表
し
た
国
保

料
の
仮
算
定
に
対
し
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
考
慮
し

て
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
申
し
レ
」
げ
、
激
変
緩
和

措
毀
や
財
源
確
保
な
ど
粘
り

強
く
支
援
を
お
願
い
し
て
き

た
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
大

き
な
差
が
出
た
場
合
、
低
所

得
者
向
け
の
対
策
に
つ
い
て

は
準
備
を
始
め
て
い
る
。

国
保
料
は
今
年
1
0月
、
Ｈ

月
頃
に
示
さ
れ
る
予
定
。
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
慎

亜
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
大
き

な
影
響
が
出
そ
う
な
場
合
は
、

特
定
し
た
支
援
措
置
が
必
要

で
は
な
い
か
事
務
局
と
詰
め

て
い
る

こISI●|=･●　　　　||　　　
＿　　　

｜
I･ 高 齢 者 福 祉

緊急通報システムの短期間利用は可能か

吝 一週間前申請で利用は可能

問
　

厚
真
町
に
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
な
ど
の
お
年
寄
り
の

安
心
を
支
え
る
「
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
」
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
は
一

定
の
手
続
き
が
必
要
だ
が
、

例
え
ば
、
高
齢
で
病
弱
な
母

親
と
息
子
が
同
居
し
て
い
て
、

息
子
が
一
週
間
出
張
の
た
め

母
親
が
ひ
と
り
に
な
る
場
合

な
ど
、
臨
時
か
つ
急
に
必
要

と
な
っ
た
場
合
に
、
短
期
間

で
も
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

利
川
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
ハ
イ
リ
ス
ク
な
生
活

を
さ
れ
て
い
る
方
に
、
で
き

る
限
り
外
と
の
パ
イ
プ
を
設

緊急通報システム

け
る
趣
旨
で
用
意
し
た
も
の

だ

が
、
当
然
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ー
ス
は
あ
る
。
要
項
で
想

定
で
き
る
内
容
を
例
示
し
て

い
る
が
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
設
置
を
進
め
て
い
る
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
準

備
期
間
が
必
要
な
た
め
一
週

間
前
に
は
連
絡
を
い
た
だ
き

た

い
。
ま

た
、
他
に
も

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
制
度
の

中
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組

み
も
あ
る
の
で
、
一
番
自
分

に
合
っ
た
も
の
を
活
用
し
て

ほ
し
い
。

相
談
し
て
い
た
だ
く
の
が

一
番
大
事
な
の
で
、
遠
慮
な

く
役
場
に
連
絡
を
い
た
だ
き

た
い
。
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議員井上次男

厚
真
川
堰
堤
沿
い
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
設
置
を

吝

別
途
考
兄
た
い

問
　
厚
幌
ダ
ム
完
成
後
に
、

町
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

厚
真
川
堰
堤
沿
い
に
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
設
置
を
提

案
し
た
い
。

町
長
　

厚
莫
大
橘
と
厚
真
新

橋
の
問
の
両
岸
と
も
、
親
水

公
園
的
な
活
川
の
た
め
に
北

海
道
で
整
備
を
し
て
い
た
だ

き
、
コ
ス
モ
ス
を
植
え
た
り
・

し
て
い
る
。
ま
た
、
上
厚
貞

大
橋
か
ら
共
栄
橋
の
間
は
、

北
海
道
の
「
水
辺
の
楽
校
構

想
」
で
整
備
さ
れ
、
散
策
路

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
活
川
さ

れ
て
い
る
。

河
川
管
理
者
が
北
海
道
で

あ
り
、
町

が
整
備
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
非
常
に
難

し
い
が
、
厚
幌
ダ
ム
完
成
後
、

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
で
き
る
よ
う
な
収
り
組
み

は
別
途
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上厚真大橋から共栄橋までのサイクリングロード

こども園の柱等にひび割れ、対処は

圏 パテ埋めにより補修する=

問
　

宮
の
森
こ
ど
も
園
は
、

カ
ラ
マ
ツ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

活
用
し
た
素
晴
ら
し
い
先
進

的
な
建
物
で
あ
る
。

建
設
か
ら
１
年
が
経
過
し
、

こ
ど
も
園
の
柱
や
は
り
に
か

な
り
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
し

始
め
て
い
る
。
建
設
上
の
大

き
な
欠
陥
と
は
言
い
切
れ
な

い
が
、
な
ぜ
ひ
び
割
れ
が
で

き
た
の
か
。
構
造
上
の
計
算

違
い
や
完
全
に
乾
燥
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

町
長
　
材
料
が
木
と
い
う
こ

と
で
、
時
を
経
て
柱
・
は
り

等
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
の

宮の森こども園舎内の柱・はり等のひび割れ

12

は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ

り
、
技
術
的
に
は
想
定
の
範

囲
内
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
適
合

し
た
製
品
を
活
用
し
、
十
分

な
安
全
率
を
設
け
て
い
る
の

で
、
構
造
に
関
す
る
安
全
上

の
問
題
は
な
い
。

ひ
び
割
れ
は
１
９
６
ヵ
所

確
認
し
て
い
る
。
幅
１

皿
か

ら
５

四
以
内
の
も
の
が
１
０

４
ヵ
所
、
―
川
未
満
が
9
2力

所
あ
り
、
す
べ
て
パ
テ
埋
め

で
補
修
す
る
。
ひ
び
割
れ
が

大
き
く
な
る
と
子
ど
も
が
ケ

ガ
等
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
早
急
に
補
修
作
業
を
行

’つ
。



受
動
喫
煙
防
止
条
例
へ
の
取
り
組
み
は

吝

国
の
動
向
を
見
て
判
断
し
た
い

問
　

厚
生
労
働
省
「
喫
煙
と

健
康
に
関
す
る
討
論
会
報
告

書
二

平
成
2
8年
８
月
に
よ
る

と
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
、
肺

が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、
脳

卒
中
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児

突
発
死
症
候
群
）
な
ど
と
の

因
果
関
係
が
確
実
と
判
定
し

て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
2
0
2
0

年
ま
で
に
、
建
物
内
禁
煙
を

原
則
と
す
る
受
動
喫
煙
防
止

策
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

議員下司義之

道
内
自
治
体
に
お
い
て
も
、

美
唄
市
が
受
動
喫
煙
防
止
条

例
を
施
行
し
て
い
る
。

本
町
も
条
例
化
を
視
野
に

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
積
極

的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
喫
煙
者
の
方
々
と
受

動
喫
煙
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て

い
る
方
々
が
、
こ
の
件
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
は

非
常
に
亜
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
条
例
化
に
関
し
て

は
、
厚
生
労
働
省
が
考
え
て

い
る
健
康
増
進
法
改
正
の
方

向
を
見
て
取
り
組
み
を
考
え

た
い
。

町
民
を
守
る
と
い
う
意
味

で
は
、
町
の
健
康
2
1バ
ー
ジ

ョ
ン
の
中
で
も
既
に
ソ
フ
ト

的
な
事
業
を
進
め
て
お
り
、

今
後
と
も
さ
ら
に
議
論
の
輪

あ
る
い
は
受
動
喫
煙
の
リ
ス

ク
の
高
さ
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
進
め
た
い
。

公
共
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ

や
Ｐ
Ｆ
－

の
活
用
を

吝

今
後
も
活
用
を
検
証
す
る

問
　

従
来
、
国
と
地
方
公
共

団
休
が
公
営
で
実
施
し
て
き

た
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
を
、
公

社（
と
民
間
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を

組
ん
で
実
施
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
。

民
間
の
資
金
を
活
用
し
て
、

施
設
の
設
計
か
ら
建
設
な
ど

を
ま
と
め
て
民
間
に
任
せ
る

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
今
ま
で
の
公
共

事
業
か
ら
一
歩
進
ん
だ
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
、

社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
る

上
で
有
効
な
手
法
と
思
う
が
、

本
町
で
も
活
用
を
検
討
し
て

は
。

町
長
　
町
で
は
公
共
施
設
を

建
設
す
る
際
に
、
た
び
た
び

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
し
て
ど
の
よ
う
な

形
態
が
あ
り
、
そ
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

検
証
し
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
な
か
な
か
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
大
原
則
に
沿
う
よ
う
な
形

で
は
実
現
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
町
が
用
意
す

る
公
共
施
設
あ
る
い
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
民
間

が
取
り
組
ん
だ
方
が
よ
り
町

民
の
皆
さ
ん
、
あ
る
い
は
納

税
者
の
皆
さ
ん
の
利
益
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
採
用
す
る
こ
と
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
）

問
　

職
員
の
個
別
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
廃
止
の
評
価
は
。

町
長
　

コ
ス
ト
を
安
く
し
、

ま
た
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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平成29年度議会議員町内行政視察
７月10日、平成28年度に執行された事業の確認と厚幌ダムの建設状況、農作物

の作況状況等を確認する「町内行政視察」を行い、町内９ヵ所を視察しました。

新町公園整備工事

囃 叩!゛qt

4･

１

４ ，

ルーラル

つどいの森公園

整備工事

･吋 ’ １ ・

畑作物生育状況（共和地区）

1･

町道新町フォーラム線道路改良工事現場
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◇平成29年度議会議員町内行政視察

視察の様子
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議会の議決案件（ 賛否状況 ）

臨時会　平成29年４月28日（金）
議案番号 議　　　　　　　件　　　　　　　名 賛　 否

議案第１号 厚真町税条例の一部改正 賛成全員

議案第２号 厚真町国民健康保険条例の一部改正 賛成全員

定例会　 平成29 年６月７日（水）

議案番号 議　　　　　　 件　　　　　　 名 賛　 否

同意第１号

？

同意第18 号

厚 真町農業委員会委員の任命 同意全員

諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦 賛成全員

承認第１号 専決処分の承認（平成28 年度厚真町一般会計補正予算（第16 号）） 承認全員

承認第２号 専決処分の承認(平成28年度厚真町簡易水道事業特別会計補正予算(第５号)) 承認全員

議案第１号 厚真町防災会議条例の一部改正 賛成全員

議案第２号 厚真町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 賛成全員

議案第３号 厚真町地区計画区域内における建築物等の制限に関する条例の一部改正 賛成全員

議案第４号 胆振支庁管内 公平委員会規約の一 部変更 賛成全員

議案第５号 財産の取得 賛成全員

議案第６号 財産の取得 賛成全員

議案第７号 町逆新町フォーラム線道路改良工事請負契約の締結 賛成全員

議案第８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更 賛成全員

議案第９号 平成29 年度厚真町一般会計補正予算 （第卜 居） 賛成全員

議案第10 号 平成29 年度厚真町国民健康保険 事業特別会計補正予算（第１号） 賛成全員

議案第11 号
平成29 年度厚真町介護保険事業特別会計補正予算 （ｲ呆険事業勘定補

正予算 （第１ 号））
賛成全員

議案第12 号 平成29 年度厚真町簡易水道事業特別会計補正予算 （第１号） 賛成全員

議案第13 号 平成29 年度厚真町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 賛成全員

議案第14 号 厚真町個人情報保護条例の一部改正 賛成全員

議案第15 号 厚真町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 賛成全員

議案第16 号
厚真町こども園の設置及び管理等 に関する条例の一部改正

反対者２名（伊藤議員、 高田議員）
賛成多数

臨時会　平成29年７月５日（水）

議案番 号 議　　　　　　 件　　　　　　 名 賛　 否

議案第１号 平成29 年度厚真町一般会計補正予算 （第２ 号） 賛成全員

議案第２号 平成29 年度厚真町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 賛成全員
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森田正樹　議員北海道町村議会議員研修会レポート
氏

氏
【講師】慶廊義塾大学経済学部教授　金子　 勝

日本放送協会解説副委員長　島田 敏男

平
成
2
9年
度
「
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
」
が
７
月
４
日
、
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
全
議
員
が
出
席
し
た
。

「
ト
ラ
ン

プ
政
権

と
日
本

経
済
‐

地
域
経

済
へ
の
影

響
力
は
？
」

（
金

子

勝

氏
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
「
デ
フ
レ
脱
却
」

を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
。
異
次
元
の

金
融
緩
和
が
３
年
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
、
日
銀
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
２

６
０
兆
円
も
の
国
債
を
買
い
増
し
て

い
る
が
、
２
年
間
で
物
価
目
標
２
％

と
い
う
目
標
は
達
成
で
き
な
い
ど
こ

ろ
か
、
ま
す
ま
す
遠
の
い
て
い
る
。

政
府
が
物
価
上
四
升
率
も
経
済
成
長

率
も
目
標
を
達
成
で
き
な
い
巾
、
2

0
1
6

年
４
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

１
・
3
4倍
と
2
6年
ぶ
り
の
高
水
準
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
景
気
は
良
く

な
い
。
人
口
減
少
の
影
響
が
す
ご
く

大
き
く
、
特
に
1
5歳
か
ら
6
4歳
の
生

産
年
齢
人
口
が
9
0年
代
半
ば
か
ら
減

り
始
め
、
9
0年
代
前
半
は
8
7
0
0

万
人
だ
っ
た
の
が
2
0
1
6

年
に
は

7
6
0
0

万
人
と
１
割
近
く
減
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
の

減
少
度
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
2

0
1
3

年
の
7
9
0
0

万
人
か
ら
2

0
1
6

年
に
は
7
6
0
0

万
人
、
つ

ま
り
年
間
平
均
１
０
０
万
人
単
位
で

減
っ
て
い
る
。

講
演
を
聞
き
、
年
金
や
医
療
や
介

護
と
い
っ
た
社
会
保
障
費
に
つ
い
て

も
、
将
来
不
安
が
あ
る
と
、
ど
う
し

て
も
消
費
が
盛
り
Ｌ
か
っ
て
来
な
い

の
で
、
デ
フ
レ

克
服
は
な
か
な

か
達
成
で
き
な

い
の
で
は
と
感

じ
た
。

「

日

本

政

治

の

昨

日
・
今

日

・
明

日

」

（

島

田

敏

男

氏

）

先

日

行

わ

れ

た

都

議
会

議

れ

選

挙

で

は

、

都

民

フ

ァ

ー

ス
ト

が

人

勝

利

し

自

民

党

が

惨

敗

し

た

。

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

吐

論

調
杏

（
６

月

９

日

～

いＨ
日

）
で

も
、
内

閣

支

持

率

は
「
支

持

し

な

い
」

が
3
6
％

、

加

計

学

園

問

題

で

政

府

の

説

明

に
納

得

で

き

る

か

ど

う

か

に

つ

い

て

は

「
納

得

で

き

な

い

」

が
6
5％

、

テ

ロ

等

準

備

罪

法

案

に

つ

い

て

は

、

賛

成
2
9
％

、

反

対
2
3

％

、

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

が
3
9
％

と

、
「
安

倍

政

権

の

説

明

不

足

が

今

回

の

都

議

選

に

表

わ

た
」

と

烏
ｍ

氏

。

地

方

議

員

と

し

て

も

、
町

民

の
代

表
と
し
て
し
つ

か
り
役
割
を
果

た
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

４

０

し

－ 一 一 一 一－ - - - ・ － － － － ‥ - - - - ・ - － － － － － －

樹 石 会（ 盆 栽 ）文化活動団体紹介
紹 介 者 ＝事 務 局 長　 遠 藤 賢 一 さ ん

文化協会加入団体で一番歴史をもつ 「樹石会」は、昭和28年に元厚真村収入役の長谷

川朝一氏がりーダーとなり創立されて今年64年目を迎えます。主な活動は盆栽づくり。

石があるのは、木と石は、飾る時にいつも同じものとして扱ったため。

昭和40年代に持ち家ブームが起こって家をつ＜リ、庭づくりが盛んな頃は30名以上の

会員がいましたが、現在は６名で活動を行っています。

私は若い時から盆栽づくりが好きで、就職した当時から「樹石会」に入会。庭には200

鉢を超える盆栽が並んでいます。当時は苫信の前で「山つつじ」（厚真の町花）の展示会

を盛んに開いていました。今は文化祭

へ の 展 示 が 主 な 活 動 で す が 、

ぜ ひ 興 味 の あ る 方 に 会 員 に な っ て い た ぶご';●la3・一一ｉｃ こ`もー・ｊ=ｊ

だき、厚真町の歴史ある「樹石会」を

引き継いでいきたいと思っています。

盆栽が形になるまで100 年以上はかか

る。庭を見てもらい、ぜひ皆さんも盆

栽に挑戦してください。

【連絡先】事務局　遠藤 賢一さん

(g 27 － 3274)
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